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The reliability improvement of the commuter train and the reduction in the maintenance cost can be expected by assuming to 

change from the Time Based Maintenance (TBM) to the Condition Based Maintenance (CBM). 

In this study, in order to achieve CBM by the monitoring system, we conducted the operation examination that mimics the 

deterioration and failure of the door operating equipment of the commuter train using the door test equipment. Then, we 

selected appropriate measurement items to the monitoring system. 
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1.はじめに

鉄道車両機器のメンテナンスにおいては，現在，劣化

状態に関わらず走行距離 ・使用時間に必づく修繕が行わ

れている．これに対して車両機器の状態を表す項Hをモ
ニタリングすることによって劣化状態や故障予兆の把胆

を行えば，個々の車両機器の状態に応じてメンテナンス

の時期と内容を決定して実施することができる．そのた

めには機器の状態を表す項目を適切に選定する必要があ

る．

そこで木研究では，車両機器の中で重要かつ機械部品

である戸閉装骰に対して試験台試験1こより機器の故諒や

劣化状態を模擬した稼動試験を行い，モニタリングに有

効な項目の選定を行った．

2 試験の概要

2. 1試験対象の戸閉装置
本研究では，在来線用の祖気式戸閉装骰を対象とし，

劣化状態 ・故障予兆を捉えるために，布効なモニタリン

グ項目を選定することを目的に試験を行った．評価対象

である戸閏装i内の構成部品としては，モーターにより呪

動する戸閉装骰本体，戸吊り装置（スライドレール），ド

アハンガー，池磁ロック装骰等である．なお今回対象と

した電気式戸閉装四は開閉時間を一定になるように，モ

ーターの電流値や電圧値を変化させる制御となっている．

2.2試験方法

試験方法として戸l!!-J装協に故諒や劣化を模擬した仮設
を施し稼動試験を行い，得られた各種データと標準状態

の稼動試験結果を比較し，劣化状態 ・故隣予兆を捉える

こととした図 1に試験台試験に使用した試験装骰を示

す．図 2に示すように，劣化状應や故脇千兆の要因から，

それぞれに対応した試験条件を決定した．

いくつかの試験状態のうち，例として図 3~5に示す．

戸袋内に異物が介在した場合を想定して図 3に示すよう
に戸[!/]試験措趾のドアリーフの戸尻側にプラスティック

製の下敷きを取り付けて試険を実施した．下レールに異

常がある状態として，図 4に示すようにドレールの取り

付け部にライナーを挿入し下レールがせり上がった状態

にして，下レールとドアリーフ当たっている状態で試験

を実施したまた図 5に示すように，スライドレールが

汚損した状態として，スライドレールに汚損物質として

木研究では関東ローム陪の粉末(JISZ 890 I試験用粉体

1の 8稲）を塗布した状態で試験を実施した．その他に

も図 2示す試験条件である下レールに乾鼈池等の介在や
戸閉装置のボル トの弛み，スライドレールのグリスの除

士等の試験を実施した．
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図 ］戸閉試験装置

[No. 12-79]日本機械学会第 19回鉄道技術連合シンポジウム講演綸文集 [2012-12.5~7．東京］

-165-



【劣化状慇・故障予兆の要因］ 【試験条件］

1 標準状惣 （正常な状態） f----------l 檬準状想（正常な状店）

1 戸袋内の異物介在 レー—-1 下敷き等の介在

乾電池やポールベンの介在

下レールのせり上がり
下レールに異常がある状態

取付ポル トが弛んだ状態
戸閉装置の取付ボルト弛み
ドアリーフの取付ポルト弛み

グリスが劣化した状態 三 スライドレールのグリス除去l
トスライドレールに虚を塗布lスライ ドレールの汚損

図 2劣化状態・故閣予兆の要因と試験条件

図3戸袋内に異物が介在した状態（下敷き）

29mm 

図 4下レールがせり上がった状態

図 5スライドレールが汚損した状態

2.3測定方法
表 1に戸閉装位の状態を把握するために検討した測定

（モニタリング）項目と測定方法について示す．測定項

目として戸閉装骰にかかる兵荷に関係する開閉時のモー

ター＇冠流（直およびモーター町圧 値，開閉動作に関係する

表 1 測た•項目と測・足方法

No. 測定項目 測定方法

I flll動作時のモーター笥流値

2 閉動作時のモーター鼈流値

3 聞動作時のモーター筍圧値

4 閉動作時のモーター電圧値 LCU出力信号

5 開動作時間

6 閉動作時間

7 ドアストローク位骰

8 モークー温度 熟喧対， I#1指令信号
ドア制御信号

10 閉指令信号

I)HI¥llI寺問およびストローク位紺を，それぞれ測定するこ
ととした．データの記録はローカルコントロールユニッ

ト(LCU)の出力信号からデジタルデータとして記録した．

また仇荷がかかった時にモーターの温度が変化するか把

握するために，モーターの温度を熱俎対で測定した．ま

た併せて制御惜報として開指令fl1報，閉指令情報を記録
した

3 試験の結果と考察

戸袋に異物が介在している場合は• OO終了時のドアス
トローク位置の値に変化が確認された．これは戸袋に巽

物が介在した場合， ドアは閲くが異物により完全には,m
ききらず，ストローク位骰がずれると考えられる． 下レ

ールに異物がある塩合は，閉動作時のモーターの平均電

流値と逍圧値のJ竹加が確認された．これは下レールとド

アリーフが接触して抵抗になり，設定の開l!l・l速度を出す
ために屯流値と電圧値が削加したと考えられる．取り付

1ナポルトが弛んだ状態では， 一部の箇所のポルト弛みは

ストローク位四で検出が可能であることがわかった．こ

れはボルトの弛みによってドアリ ーフの取付位府がずれ

てしまい，ストローク位骰に変化がでたと考えられる．

スライドレールのグ リスを除去した状態では，いずれの

測定項目も変化は確認できなかった．スライドレールに

塵を塗布したときは，閲閉動作ともに平均電流値および

屯圧値の増加が確認された．これは座によりドアのスラ

イドに低抗が発生し，電流値と祖圧値が増加したと考え

られる．また，全ての試験においてモーターの温度には

変化は見られなかった．

4. モニタリング項目の選定

試験台試験から得られた結果をまとめ，モニタリング

に適切な測定項目 に選定を行ったその結果を表 2に示

ず①モーター屯流値， ②祖圧値，③ストローク位骰が

劣化状態 ・故I布千兆を判断するために有効なモニタリン
グ項目と いうことがわかった．

表 2測定項目と有効性

N). 測定項目 有効性

I 開動作時のモーター電流値

゜2 閉動作時のモーター電流値

゜3 開動作時のモーター電圧値

゜4 閉動作時のモーター電圧値

゜5 開動作時間

6 閉動作時間

7 ドアストローク位置

゜8 モークー温度， 開指令信号
10 閉指令信号

5. 終わりに

モニタリングによる車両機器の劣化状態や故障予兆の

把掘を実現するために．在来線用の戸閉装置に対して．

故諒や劣化状態を校擬した試験台試験を行い．モニタリ

ングに適切な項目について選定を行った．その結果，戸

閉装骰のいくつかの異常状態に対して有効なモニタリン

グ項目を選定することができた．
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